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平成8年度金木町スポーツ賞 46人・1団体 

・‘ 11111111川田 広報かなぎ ② 

氏名‘団体名 学校名（所属） 主 	な 	記 	録 氏名・団体名 学校名（所属） 主 	な 	記 	録 

竹内 克明 
金木小学校 

4年 

青森県小学校陸上競技大会 
4年 	lOOm 	第 1位 

大橋 央佳 青森大学 2年 
全日本学生スキー選手権 

大回転（ 3部） 	第 1位 

川口 真史 5年 第15回東北学童相撲大会 	団体準優勝 白川 豊仁 2年 大回転（ 3部） 	第 5位 

小山内丈晴 ク 	5年 ク 	 4 今 	竜騎 4年 回 転（ 3部） 	第 3位 

内海 和哉 6年 ク 	 ク 原田 	治 日本大学 4 年 全日本学生相撲選手権 	 第 3位 

松尾 大志 6年 ク 	 ク 

古川 純一 リ クルー ト 
第75回全日本スキ一選手権 

複合 第 6位 
新岡 秀一 6年 

ク
 
ク
 

ク
第
 

固
 
人
 
戦
 

1
 
位
 原田 一範 

弘前ホスビタ
リテイーアカ
フーこー 

全日本社会人野球連盟クラプ対抗青森県 
大会 	 優勝 鈴木 智也 1年 

平成 8年度全日本少年武道（銃剣道）錬成 
大会 	 努力賞 

松野 郁也 2年 
第10回青森県少年銃剣道錬成大会 

団体優勝 
田村 隆明 

金 木 町
体 育 協 会 

第51回市町村対抗青森県民体育大会ソフ 
トボール女子 	（監督） 	町の部優勝 

鈴木 雅登 ク 	3年 ク 	 ク 沢田 美鈴 ク ク 	 中 

松野 和也 4年 ク 	 ク 松川 智子 ク ク 	 ク 

飯塚 	緑 
嘉瀬小学校 

4年 
第19回ャマハカップ県ジュニアアルペン 
スキー大会 	 第 1位 

吉崎 智世 ク ク 	 ケ 

木下美穂子 ク ク 	 か 

中村 陽仁 
金木中学校 

1年 
第47回青森県中学校体育大会 

相撲個人戦 第1位 

桑田 	希 ク ク 	 か 

大橋 史代 ク ク 	 ク 

蒔田 雄市 2年 
第 3回県下小中学校相撲中里大会 

個人戦 2年の部 第 1位 

黒川麻衣子 ク ク 	 か 

黒川菜穂子 ク ク 	 か 

原田 	晃 
金木南中学校 

3年 
第34回全国中学校体育大会冬期スキー大 
会 	スペシャルジャンプ 第 5位 

中川 圭子 ク ク 	 中 

白川 	恵 ク 4 	 か 

棟方 俊也 2年 ク 	コンバインド 第 9位 棟方 春代 ク ク 	 ク 

深田 雅彦 金木高校 2年 
青森県高校総体ウエイトリフテイング競
技（インターハイ出場）83晦級 第1位 

原田 	昇 
木
林
 

ス
 

青
  笛

  

バレ一ボールコーチ 	（指導者） 
青森県選抜成年男子 2部コーチとして、 
東北ミニ国体団体優勝、第51回国民体育
大会第 7位入賞の原動力となる。 木田 隆紀 2年 

青森県高校新人大会ウエイトリフテイン 
グ競技 	 99蛇級 第1位 

原田 綾子 2年 
青森県高等学校新人陸上競技大会 

槍投げ 第 1位 

神島 敬一 
金木南中学校 

教諭 

金木南中学校スキー部顧問 	（指導者） 
金木南中学校スキー部を 5年指導して、 
県中学校体育大会冬期スキー大会男子総
合優勝 2回、スペシャルジャンプ 5年連

続優勝と南中飛行隊の伝統を守り、選手
の育成に努めた。 

原田 雅仁 
原
  

五高
 
所
校
 
農

2
 

林
年
 

第49回青森県高等学校総合体育大会スキ 
ー競技会 	コンバインド 第1位 

小松 大也 1年 
第49回青森県高等学校相撲新人大会 

団体優勝 

松川 兼吾 ク 	2年 ク 	 ク 

小野 武則 金 木 病 院 

北郡陸上競技協会事務局長 	（指導者） 
長年にわたり管内小・中学生に陸上競技
の指導をし、地域社会のスポ一ッ活動振
興にっくしている。 

三潟由美子 
五所川原商業 

高校 	3年 
平成 8年度青森県高等学校春季ソフトポ 
ール大会 	 優 勝 

大橋ひかる 2年 ク 	 ク 

原田 優美 3年 ク 	 ク 

伊藤 永慈 嘉 瀬 農 協 
金木町駅伝チームコーチ 	（指導者） 
長年にわたり金木町駅伝チームのコ―チ

として貢献した。 
滞田 	恵 ク 	3年 ク 	 ク 

泉谷 圭吾 
五所川原第一 
高校 	2年 

平成 8年度青森県高等学校少林寺拳法新 
人大会 	男子団体演武の部 優勝 

大東ケ丘

サントピア 

ホ 	・ー 	ム 

（普及水準の向上） 
精神薄弱者・身体障害者へのスポーッ水
準の向上を図るために体育館を新築し、 
各種大会へ積極的に参加させスポ一ッ活
動振興にっくしている。 

山田 拓人 3年 
第49回青森県高校総体少林寺拳法競技 

男子有段単独演武の部 優勝 

小野 啓之 青森大学 2年 
全日本学生スキー選手権 

複合（ 3 部） 	第 1位 



(
 

絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
と
な
っ
た

二
月
十
六
日
、
町
営
嘉
瀬
ス
キ

ー
 

場
で
第
三
十
九
回
金
木
町
民
ス
キ
 

ー
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
一
一

百
五
名
の
町
民
が
ジ
ャ
ン
プ
、
回

転
、
距
離
、
リ
レ
ー
の
四
種
目
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

▼
回
転
競
技
 

●

小
学
校
一
、
一一
犀
男
子
 
①
飯

塚
岳
雪

（
嘉
瀬
）
②
内
海
将
一
一
 

（嘉
瀬
）
③
阿
部
昌
太
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
一
、
」
犀
女
子
 
①
蛸

島
彩
香
（
嘉
瀬
）
②
内
海
智
秋
 

（
嘉
瀬）
③
木
村
文
香

（
嘉
瀬）
 

●

小
学
校
四
年
男
子
 
①
櫛
引
孝

行

（
嘉
瀬）
②
今
祐
己

（
嘉
瀬
）
 

③
内
海
修
平
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
四
年
女
子
 
①
木
下
美

穂
（
嘉
瀬
）
②
山
中
淑
未

（
嘉
瀬）
 

③
山
中
春
奈
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
男
子
 
①
奈
良
享

平

（喜
良
市
）
②
三
上
期
悟
（
嘉

瀬
）
③
棟
方
裕
也

（嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 
①
山
中
美

幸
（
嘉
瀬
）
②
原
田
歩

（
嘉
瀬）
 

③
桑
田
怜
佳
（
喜
良
市
）
 

●

小
学
校
大
年
男
子
 
①
山
中
大
 
 資

（
嘉
瀬）
②
吉
崎
傑
（
嘉
瀬
）
 

③
中
村
友
哉
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
六
年
女
子
 
①
山
中
美

香
子

（
嘉
瀬）
②
田
中
珠
李
（
嘉

瀬
）
③
吉
崎
静

（嘉
瀬
）
 

●

中
学
校
男
子
 
①
山
中
悠
輝
 

（金
木
南
）
②
秋
田
寛
己

（
金木
）
 

・
高
校
・
一
般
男
子
 
①
棟
方
美

暢
（
五
所
川
原
商
業
）
②
米
谷
真

一
 （
喜
良市
）
 

▼
リ
レ

ー
競
技
 

』難
響
一
一
 

議
難
譲
声
m
 

建
夢
釦
誰
（）
一
 

③
棟
方
裕
也
（
嘉
瀬
）
 

な
つ
か
し
き
 

郷
土
の
誇
り
 

工
藤
清
治
 

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
嘉
瀬
観
音

山
の
ス
キ
ー
場
は
、
毎
日
嘉
瀬
小

学
校
の
児
童
で
大
に
ぎ
わ
い
で
あ

る
。
最
近
は
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
古
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者

に
は
、
全
く
予
想
も
出
来
な
い
こ

と
で
あ
る
。
私
の
知
っ
て
い
る
嘉

瀬
ス
キ
ー
場
と
は
、
今
か
ら
大
十

年
程
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
ロ

に
六
十
年
程
と
い
う
が
、
そ
れ
は

半
世
紀
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
 

③ 広報かなぎ川川mmm・ 

 

第
3
9回
町

民
メ
キ
ー
大
会
 

 

●

小
学
校
一
、
三
年
女
子
 
①
其

田
和
可
菜
（
川
倉
）
②
津
田
香
織
 

（
嘉
瀬）
③
鎌
田
美
友
季

（
嘉
瀬）
 

●

小
学
校
五
年
女
子
 
①
浅
利
麻

衣

（川
倉
）
②
工
藤
綾
（
川
倉
）
 

③
工
藤
倫
子

（川
倉
）
 

●

小
学
校
六
年
男
子
 
①
」
爵
哲

朗
（
川
倉
）
②
原
田
和
幸
（
嘉
瀬
）
 

③
佐
藤
弘
行
（
嘉
瀬
）
 

●

小
学
校
六
年
女
子
 
①
中
谷
香

織

（川
倉
）
②
長
内
美
粧
子

（
金

木
）
③
白
川
舞
（
川
倉
）
 

・

高
校
・
一
般
男
子
 
①
原
田
靖

大
（
五
所
川
原
農
林
）
②
工
藤
勇

蔵

（
芦
野
）
 

》
 

一
 

●

小
学
校
六
年
①
今
悠
大
（嘉
落

無

m
抹
霧
級
繰

藩
濡
 

瀬
）
②
伊
丸
岡
奨
（
喜
良
市
）
③
 
●
小
学
校
四
年
男
子
 
①
工
藤
和
 

対
馬
尚
吾
（
嘉
瀬
）
 

紀

（川
倉
）
②
白
川
遼
介

（川
倉
）
 

●

高
校

・
一
般
 
①
原
田
靖
大
 
③
工
藤
功
（
川
倉
）
 

（五
所
川
原
農
林
）
②
棟
方
美
暢
 
●
小
学
校
四
年
女
子
 
①
泉
谷
由
 

（
五所
川
原
商
業
）
 

李
香

（川
倉
）
②
秋
田
梨
夏
（
川
 

▼
距
離
競
技
 

倉
）
③
泉
谷
朋
香
（
川
倉
）
 

・

小
学
校
一
、
一
一
一
年
男
子
 
①
工
 

・
小
学
校
五
年
男
子
 
①
原
田
幹

藤
剛
志
（
川
倉
）
②
中
谷
亮
（
川
 
大
（
嘉
瀬
）
②
鎌
田
千
秋
（
嘉
瀬
）
 

倉
）
③
中
谷
泰
成
（
川
倉
）
 

③
工
藤
和
樹
（
川
倉
）
 

は
ど
こ
の
小
学
校
も
か
な
わ
な
か
 

こ
う
し
た
優
れ
た
先
輩
達
と
地

っ
た
」
と
い
う
中
谷
金
四
郎
元
教
 
域
住
民
の
強
力
な
不
断
の
援
助
が

育
長
の
言
で
あ
る
。
立
派
な
ス
キ
 
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
嘉
瀬
は
名
実
 

ー
場
の
あ
る
嘉
瀬
の
子
供
達
は
実
 
と
も
に
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
 
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

あ
る
。
 

と
思
う
。
赴
任
さ
れ
た
歴
代
校
長

嘉
瀬
に
は
ス
ポ
ー
ツ
界
に
名
を
 
先
生
方
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
在
任

馳
せ
た
優
れ
た
先
輩
達
が
い
る
。
 
中
に
、
地
域
住
民
と
手
を
取
り
合

ス
キ
ー
で
は
神
島
安
徳
、
山
中
金
 
っ
て
よ
り
以
上
の
発
展
に
心
が
け

吾
、
相
撲
で
は
二
子
岳
（
現
荒
磯
 
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
一
住

親
方
）
、
青
森
県
相
撲
連
盟
会
長
 
民
と
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
 

（元
県
議
会
議
員
）
の
原
田
一
実
 
げ
た
い
と
思
う
。
 

先
生
等
で
あ
る
。
 

地
域
の
発
展
は
町
の
発
展
で
あ

嘉
瀬
の
ス
キ
ー
場
に
は
国
際
選
 
り
、
町
の
発
展
は
県
の
発
展
で
あ

手
の
山
田
銀
三
選
手
も
来
ら
れ
た
 
る
。
私
は
、
こ
う
し
た
郷
土
の
誇

こ
と
が
あ
る
。
学
校
に
は
三
浦
先
 
り
を
培
う
こ
と
に
大
い
に
感
激
し

生
と
い
う
ジ
ャ
ン
プ
の
先
生
も
い
 
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 

し
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話
題
に
な
り
「
嘉
瀬
の
子
供
達
に
 
た
こ
と
が
あ
る
。
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欧
州
の
 

農
業
・福
祉
・
環
境
と
 

」
 
歴
史
を
訪
ねて
A
 

ー
報

告

者
ー
 

役
場
企
画
室
 
今
 
義
律
 

▲キール人造湖 

一
、
研
修

の
目
的
 

デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
首
都
パ
リ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
新
幹

線

T
G
Vで約
一
時
間
半
、
ワ
イ

ン
で
有
名
な
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方

の
人
口
約
二
十
五
万
人
の
主
要
地

方
都
市
で
あ
る
。
こ
の
街
は
、
一
一

五
〇
〇
年
の
歴
史
文
化
を
誇
り
、
 

そ
の
歴
史
か
ら
数
多
く
の
古
い
建

築
物
が
残
っ
て
い
る
。
 一
九
七
〇

年
頃
か
ら
「都
市
環
境
保
護
政
策
」
 

を
実
施
し
て
お
り
、
旧
市
中
心
部

の
保
全
事
業
、
公
園
緑
地
等
の
ア
 
 メ

ニ
テ
ィ
環
境
整
備
事
業
、
新
規

都
市
開
発
事
業
を
土
地
利
用
区
分

を
明
確
に
し
て
景
観
を
重
視
し
た

総
合
的
な
都
市
開
発
を
実
践
し
て

い
る
。
今
回
の
研
修
で
は
、
事
業

実
施
の
経
過
、
そ
の
成
果
を
視
察

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
 

二
、
研
修
の
概
要
 

①
旧
市
街
地
の
環
境
保
護
政
策
 

二
五
〇
〇
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を

持
つ
中
心
市
街
地
は
、
歴
史
的
な

建
造
物
に
恵
ま
れ
、
社
会
的
変
化
 

や
戦
争
等
か
ら
免
れ
た
た
め
、
ゴ

シ
ッ
ク
調
の
公
的
建
物
、
民
家
、
 

宿
舎
、
記
念
物
が
数
多
く
残
っ
て

お
り
、
市
は
そ
の
保
護
と
活
用
に

取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
市
の
中
心
地

区
を
保
存
区
域
に
指
定
、
地
区
内

住
民
と
の
協
議
を
重
ね
て
、
道
路

に
つ
い
て
は
歩
道
を
広
く
、
車
道

は
車
が
通
れ
る
幅
と
し
、
路
上
に

駐
車
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
地
下
に
駐
車
場
を

整
備
し
て
い
る
。
広
く
し
た
歩
道

に
は
石
畳
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
配

置
し
、
歴
史
あ
る
街
並
み
と
調
和
 
 す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
個
人
が
所
有
す
る
建
物

の
修
復
に
は
、
市
か
ら
の
補
助
が

あ
り
、
教
会
な
ど
の
大
き
な
建
物

は
、
文
化
的
催
事
場
等
の
公
共
施

設
と
し
て
の
利
用
を
図
っ
て
い
る
。
 

特
に
新
設
す
る
建
物
、
店
の
看
板

な
ど
は
高
さ
、
色
、
形
な
ど
の
規

制
を
設
け
、
街
並
み
保
存
に
努
め

て
い
る
。
 

②
特
徴
あ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
事
例
で

あ
る
キ
ー
ル
人
造
湖
 

デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
内
に
は
、
大
き
 

な
川
が
流
れ

て
い
て
昔
か

ら
よ
く
洪
水

が
発
生
し
、
 

被
害
を
受
け

る
地
区
が
あ

っ
た
。
 こ
の

た
め
一
九
四

五
年
か
ら
市

長
を
務
め
た

キ
ー
ル
氏
は
、
 

こ
の
地
区
に

貯
水
ダ
ム
を

設
け
、
水
を

管
理
し
、
災

害
を
防
ぐ
事

業
を
実
施
し

た
。
市
長
は
 
 

ダ
ム
完
成
後
、
こ
の
場
所
が
市
街

地
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

人
造
湖
と
し
て
新
た
に
整
備
す
る

こ
と
を
計
画
。
現
在
は
、
砂
浜
、
 

緑
地
、
ョ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
他
に
も
カ
ヌ
ー
、
ウ

イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
浴
び
が

楽
し
め
る
、
総
面
積
六
十
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
な
っ

て
お
り
、
夏
場
は

一
日
あ
た
り
六

千
人
が
訪
れ
る
と
い
う
。
 

③
都
市
開
発
 

市
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
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フ
ラ
ン
ス
・
デ
ィジ
ョ
ン
市
の
 

環
境
保

護
施
策
 

▲街灯以外地上にない住宅地 

(
 

(
 



‘
都
市
開
発
地
区
の
工
業
区
域
 

⑤ 広報かなぎ川川mmH 

平
成
8
年
度
出
稼
ぎ
農
業
者
事
業
所
訪
問
 

▲什菊尾之内工務店の皆さん 

▼中部重機工業閥の皆さん 

平
成
八
年
度
出
稼
ぎ
農
業
者
等

事
業
所
訪
問
が
二
月
十
九
日
か
ら

二
月
二
十
二
日
ま
で
の
日
程
で
行

な
わ
れ
、
田
中
町
長
、
古
川
農
業

委
員
会
長
等
三
人
が
愛
知
県
知
多

市
の
囲
尾
之
内
工
務
店
（
原
田
修

他
 
四
名
）
と
三
重
県
鈴
鹿
市
の

中
部
重
機
工
業
囲
（
土
岐
繁
行
 

他
 
二
十
二
名
）
の
二
事
業
所
を

訪
間
し
、
会
社
並
び
に
宿
舎
に
於

い
て
指
導
相
談
会
及
び
激
励
訪
問

を
し
ま
し
た
。
 

現
地
に
お
け
る
指
導
相
談
会
で

は
、
は
じ
め
に
田
中
町
長
、
古
川

会
長
か
ら
挨
拶
。
続
い
て
農
業
委

員
会
事
務
局
及
び
古
川
会
長
か
ら

農
業
委
員
会
業
務
内
容
や
平
成
九
 
 年

度
の
生
産
調
整
の
実
施
方
針
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
、
田
中
町
長
か

ら
は
、
町
全
般
に
関
す
る
状
況
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

就
労
者
か
ら
は
、
軽
油
免
税
の

手
続
き
、
農
業
者
年
金
、
転
作
す

る
場
所
な
ど
身
近
に
せ
ま
る
質
問

も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

一
行
が
 

ー
つ
ー
つ
対
応
し
、
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
持
参
し
た
当
町
で
今

年
か
ら

試
作
し
た
梅
ジ
ュ

ー
ス
 

「う
め
ロ
マ
ン
」
 
で
杯
を
交わ
し

な
が
ら
「
も
う
一
頑
張
り
し
て
」
 

金
木
町
で
の
再
会
を
楽
し
み
に
し

て
、
無
事
指
導
相
談
会
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

旧
市
内
は
保
存
地
区
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
街
地
に
隣
接
す
る

地
区
に

一
九
八
三
年
か
ら
、
総
面

積
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

都
市
開
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
 

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
開
発
地
が

住
宅
専
用
・
工
業

・
商
業
サ
ー
ビ

ス
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
 

ど
の
地
区
に
お
い
て
も
景
観
を
重

点
に
お
い
た
整
備
が
行
わ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
商
業

・
工
業
地
区

に
お
い
て
も
、
建
物

e
lo
Eさ
制
限
、
 

敷
地
内
の
植
栽
の
義
務
付
け
が
あ

る
。
住
宅
地
区
に
は
、
地
上
に
は

建
物
の
他
に
は
街
路
灯
が
あ
る
だ

け
で
、
電
線

・
電
話
線
・
ガ
ス
管
・

水
道
管
・
下
水
道
管
な
ど
が
地
中

に
設
置
さ
れ
、
分
譲
住
宅
の
駐
車

ス
ペ

ー
ス
は
地
下
室
に
設
け
ら
れ

て
い
た
。
市
で
は
、
こ
の
開
発
地

区
内
の
土
地
を
売
り
渡
す
際
は
、
 

実
費
以
下
で
売
却
し
て
い
る
。
 

最
後
に
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政

策
が
重
点
か
つ
長
期
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
自
然
環
境
を
重
視

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
 

広
報
十
二
月
号
か
ら
四
回
に
わ

た
り
報
告
し
た
「
欧
州
の
農
業

・

福
祉

・
環
境
と
歴
史
を
訪
ね
て
」
 

は
、
こ
れ
で
終
了
に
な
り
ま
し
た
。
 



自衛官 
（第 9 通信大隊） 
吉崎 紀栄 
33歳 
金木町喜良市 
3人家族（妻、子供1人 

ブ
業
 
名
齢

批
族
 

f
《
）
職
 
氏
年

出
家
 

一
、
 
ト
 
ト
ト
ト
ト

一
か
 
ト
 
ト
ト
ト
ト」

 

今
年
は
、
県
内
の
雪
ど
け
も
早

く
、
二
月
下
旬
に
は
め
っ
き
り
春

ら
し
く
な
り
ま
し
た
が
金
木
町
の

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
 

私
は
、
自
衛
隊
勤
務
生
活
も
早

い
も
の
で
十
五
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
青
森
市

内
の
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
自
衛
官
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
公
務
員

と
い
う
こ
と
と
様
々
な
免
許
、
資

格
が
取
得
で
き
る
と
思
い
入
隊
し

ま
し
た
。
 

自
衛
隊
に
は
、
様
々
な
職
種
が

あ
り
、
私
は
そ
の
中
の
通
信
と
い

う
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
 

通
信
は
多
忙
で
、
各
部
隊
の
支
援

及
び
訓
練
等
で
日
々
が
忙
し
い
部
 

隊
で
す
。
そ
の
分
、
自
分
に
与
え

ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
、
任
務
が

無
事
終
了
し
た
後
の
達
成
感
は
、
 

言
葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
職
場
で
の
慰
労
会
、
祝
賀
会

や
旅
行
な
ど
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
す
。
 

最
後
に
、
子
供
さ
ん
の
就
職
等

で
考
え
て
い
る
親
御
さ
ん
は
、
是

非
自
衛
隊
へ
の
御
入
隊
を
お
勧
め

し
ま
す
。
 

免
許
格
安
の
お
値
段
で
習
得
で

き
ま
す
。
 

記
念
日
等
は
、
駐
屯
地
を
開
放

し
、
県
内
市
町
村
か
ら
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
こ
の
機
会

を
利
用
さ
れ
、
自
衛
隊
の
こ
と
を

少
し
で
も
町
の
方
に
知
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
 

ジ
ャ
、
乙プ
界
の
 

ホ
ー
プ
達
入
賞
報
告
 

二
月
十
日
、
南
中
飛
行
隊
と
監

督
が
、
鳴
海
義
男
収
入
役
と
成
田

勝
義
教
育
長
を
訪
れ
、
県
中
学
校

体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
と

全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会
の
入
賞
報

告
を
し
ま
し
た
。
 

県
大
会
で
は
、
純
飛
躍
の
原
田

晃
君
が
初
優
勝
、
複
合
で
は
棟
方

俊
也
君
が
二
位
に
、
こ
の
他
の
選

手
も
上
位
に
食
い
込
む
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
全
国
の
精
鋭
が

揃
う
全
国
大
会
で
も
、
純
飛
躍
で

原
田
君
が
五
位
入
賞
と
県
勢
八
年

ぶ
り
、
複
合
で
も
、
棟
方
君
が
九

位
入
賞
と
県
勢
六
年
ぶ
り
の
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
神
島
敬
一
監
督
と
選

手
の
原
田
晃
、
白
川
隆
也
、
小
松

幸
太
（
三
年
）
、
木
立
匡
俊
、
棟

方
俊
也
、
今
貴
洋
（
ニ
年
）
が
役

場
を
訪
れ
入
賞
の
報
告
を
す
る
と

鳴
海
収
入
役
と
成

田
教
育
長
が
 

「
ど
の
選
手
も
素
晴
ら
し
い
頑
張

り
で
し
た
」
と
健
闘
を
た
た
え
る

と
、
選
手
は
元
気
良
く
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
神
島
監
督
か
ら

は
「
こ
れ
か
ら
は
中
学
で
直
ぐ
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
、
小
学
校
か
ら

基
礎
作
り
の
で
き
る
環
境
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

▲活躍した選手たち（後列） 

栽
培
技
術
を
学
習
 

津
軽
北
部
や
さ
い
振
興
協
議
会
 

（
会長
H

中
谷
藤
太
郎
）
と
金
木

地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン

タ
ー
 

（
所
長H
服
部
孝
義
）
が
共
催
す

る
「
平
成
八
年
度
や
さ
い
講
座
」
 

が
二
月
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
複
合
農
業
を
目
指
す
農

家
約
百
人
が
参
加
し
、
野
菜
生
産

拡
大
の
た
め
の
栽
培
技
術
を
学
び

ま
し
た
。
 

同
講
座
は
、
野
菜
栽
培
管
理
技

術
や
育
苗
技
術
の
向
上
を
目
的
と

し
、
水
稲
と
の
複
合
化
に
よ
る
収
 

入
安
定
化
を
図
る
た
め
に
開
か
れ

た
も
の
で
今
年
で
九
年
目
。
 

講
演
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の

技
師
等
が
講
演
し
、
実
際
、
野
菜

づ
く
り
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
東
北
町
と
市
浦
村
を
紹
介
し

ま
し
た
。
や
さ
い
栽
培
に
よ
る
土

づ
く
り
に
つ
い
て
 
「よ
い
土
と
は

物
理
性
、
化
学
性
、
生
物
性
の
ト
 

ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る

土
の
こ
と
」
と
効
率
的
な
土
壌
の

説
明
を
し
ま
し
た
。
 

▲真剣に勉強中 

ま
ち

の
で

き
こ

と
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男
子
厨
房
に
 

入
る
べ
し
 

ト
今
お
い
し

い
の
が
出
来
ま
す
 

男
な
ら
で
は
の
料
理
を
極
め
自

分
の
健
康
管
理
と
食
生
活
を
見
直

そ
う
と
二
月
五
日
、
金
木
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
 
「男
の
料
理
教
室
」
 

が
開
か
れ
、
金
木
町
食
生
活
改
善

推
進
委
員
十
人
の
指
導
の
下
男
性

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

同
教
室
は
、
町
の
男
性
が
三
大

成
人
病
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い
こ

と
か
ら
、
男
性
自
ら
料
理
を
作
り
、
 

体
に
い
い
食
生
活
を
見
直
し
て
も

ら
お
う
と
同
委
員
会

（
会
長
H
青

山
ユ
キ
）
の
呼
び
掛
け
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
前
回
が
好
評
に
つ
き

こ
の
度
第
二
回
目
を
迎
え
た
も
の

で
す
。
 

こ
の
日
は
、
イ
ワ
シ
だ
ん
ご
汁
、
 

肉
と
野
菜
の
香
り
焼
き
、
わ
か
め

と
ウ
ド
の
酢
の
物
の
三
品
の
献
立

に
挑
戦
。
初
回
に
参
加
し
た
方
が

多
い
せ
い
か
包
丁
を
持
つ
手
も
様

に
な
っ
て
き
て
作
業
は
ア
ッ
と
い

う
間
に
終
了
。
 

こ
の
日
初
参
加
の
渋
川
正
義
さ

ん
（6
5）
は
、
「自
分
が
さ
ば
い
た

イ
ワ
シ
は
最
高
の
味
で
く
せ
に
な

り
そ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

料
理
が
出
来
上
が
る
と
早
速
試
食
。
 

皆
さ
ん
口
を
揃
え
て
「
自
分
で
作

っ
た
料
理
は
格
別
」
と
満
足
そ
う

で
し
た
。
 

、
つJ
 

血

一
 

マ
 
，
‘て
 

れ
 

」とい
 

酔
 

て
 

れ
 

千
。
 

き
」
 

聞
 

ン
・
】
 

つ
 

」
つ
 

▲
 

料
飲
店
組
合
の
活
性
化
と
町
の

発
展
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
金
木

町
料
飲
店
組
合

（
組
合長
H
田
中

豊
蔵
）
が
主
催
す
る
「
第

一
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
ォ
ケ
感
謝
の
タ

べ
」
が
金
木
町
中
央
公
民
館
で
一
一

月
七
日
に
開
か
れ
参
加
し
た
約
一1
1
 

百
名
が
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
感
謝

の
タ
べ
は
、
料
飲
業
界
の
強
化
の
 

た
め
に
地
吹
雪
体
験
ッ
ア
ー
と
共

に
津
軽
の
冬
の
恒
例
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
 

こ
の
日
は
、
飲
み
放
題
・
食
べ

放
題
で
会
費
三
千
円
。
 

は
じ
め
に
田
中
組
合
長
が
「
町

の
活
性
化
と
し
て
継
続
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
田
中
町

長
が

「歌
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
ん

で
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

自
慢
の
喉
を
披
露
す
る
二
十
名

は
あ
ら
か
じ
め
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
お
り
、
参
加
者
は
歌
と
お
酒
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

今
宵
は

の
ど
自
慢
 

5
第

一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
カ
ラ
オ

ケ
感
謝
の
タ

べ

5
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果
物
の
味
覚
を
長
期
 
ら
ふ
た
を
し
て
密
閉
保
存
し
ま
す
。
 

』
小

I
 間
楽
し
め
る
ジ
ャ
ム
や
 

甘
さ
を
抑
え
た
い
と
き
は
砂
糖
を
 

■
 

‘
ー
 
マ
ー
マ
レ
ー
ド
は
、
家
 
少
し
減
ら
し
ま
す
が
、
多
少
日
持
ち
 

■

ル
‘4
 
庭
で
簡
単
に
手
づ
く
り
 
が
悪
く
な
り
ま
す
。
長
期
保
存
し
た
 

■

ル
《
ん
 
する
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
場
合
は
砂
糖
を
多
め
に
使
う
こ
と
 

．
ま
γ
 

こ
こ
で
は
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
 
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

の
川
 
庭
で
曽
単
に
手
づ
く
り
 
が
悪
く
な
り
ま
す
o
長
期
保
存
し
た

ヌ
》
乙
 
する
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
場
台
ぱ
砂
塘
を
多
り
こ
吏
う
：
一
一

暮
 
こ

こ
で
は
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
 
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
o
 

『
・
、
 
ム
の作
り
方
を
紹
介
し
 

イ
チ
ゴ
を
煮
る
鍋
は
、
酸
に
強
く

ま
す
。
 

加
熱
効
果
の
高
い
ほ
う
ろ
う
製
や
ス
 

イ
チ
ゴ
は
、
よ
く
熟
し
た
 
テ

ン
レ
ス
製
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
 

新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
 

む
 
製
の

も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
 

う
。
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
、
ジ
 

し
 
鉄
や

ア
ル
ミ
製
の
も
の
は
ジ

ャ
ム
の
「
と
ろ
み
」
に
欠
か
 

に
く
 
ャム
の
色
が
悪
く
な
る
の
で

せ
な
い
ペ
ク
チ
ン
を
た
く
さ
 
り
 
「

h
一
避
け
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る

ん
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
 
K
 

・し
 
容
器
は
、
ロ
が
広
く
密
閉
性

へ
タ
を
と
っ
た
イ
チ
ゴ
 
勃
 
ル
 

の
あ
る
ガ
ラ
ス
び
ん
が
最
適
 

（
五O
〇
9
）
を
水
洗
い
し
、
 マ
 

・
じ
 
で
す
。
 

な
ぺ
 

‘
」」
 

．一
 
，
 

水
気
を
切
っ
て
か
ら
鍋
に
入
 
ヤ
 
ル
 
ジ
ャ

ム
づ
く
り
の
コ
ツ
は
、
 

れ
て
全
体
に
砂
糖
を
ま
ぶ
し
 
》ン
 

旧
 

手
早
く
煮
る
こ
と
o
弱
尖
で
 

『ノ
．叱
．
ー
1
1‘》1
“
ノ
ー
 

日
一
ー

‘ニ
ー
ノ
》
‘
！

・
ーー一
．
 

ま
す
。
砂
糖
は
上
白
糖
か
グ
 
山
切
 
ト

ロ
ト
ロ
煮
込
ん
で
い
る
と
 

ラ
ニ
ュ
ー
糖
。
イ
チ
ゴ
の
六
 

あ
呪
 せ
っ
か
く
の
果
物
の
香
り
や
 

5
八
割
の
重
さ
が
目
安
で
す
。
 

血
“

風
味
が
損
な
わ
れ
る
の
で
注
 

そ
の
ま
ま
一
晩
お
い
て
果
汁
 

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

が
染
み
出
し
た
ら
、
レ
モ
ン
汁
を
大
 

無
添
加
で
素
朴
な
味
わ
い
の
手
づ

さ
じ

一
5
二
杯
、
水
を
力
ッ
プ
ー
杯
 
く
り
ジ
ャ
ム
。
い
ろ
い
ろ
な
季
節
の

加
え
、
中
尖
に
か
け
ま
す
。
煮
立
つ
 
果
物
で
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
 

と
ア
ク
が
出
る
の
で
、
丁
寧
に
す
く

い
な
が
ら
、
全
体
が
一
度
白
っぼ
く

な
り
、
再
び
つ
や
や
か
な
赤
色
に
一戻

る
ま
で
煮
詰
め
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は
つ

ぶ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
ほ
う
が
見
た

目
に
美
し
い
ジ
ャ
ム
に
な
り
ま
す
。
 

と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
尖
か
ら
下
ろ
し
、
 

熱
い
う
ち
に
び
ん
に
入
れ
、
冷
め
た
 

無添加の味わいを楽しむ 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 

国
民
年
金
 

種
別
変
更
届
を
 

忘
れ
ず
に
 

国
民
年
金
に
は
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
第

一
号

被
保
険
者
、
第
二
号
被
保
険
者
、
 

第
三
号
被
保
険
者
の
三
種
類
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

第

一
号
は
自
営
業
や
農
業
の
人

と
そ
の
家
族
、
そ
れ
に
学
生
な
ど
 

で
す
。
 

第
二
号
は
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。
 

第
三
号
は
、
第
二
号
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
で
す
。
 

本
人
や
配
偶
者
の
就
職

・
退
職

な
ど
で
、
国
民
年
金
の
種
別
が
変

わ
る
時
は
、
そ
の
都
度
種
別
変
更

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
 

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は

配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
本
人
が

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当

し
た
と
き
に
届
出
を
し
て
い
な
い
 

と
、
保
険
料
の
未
納
期
間
と
さ
れ

て
し
ま
い
、
将
来
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
最
悪
の
場
合
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

過
去
に
第
三
号
被
保
険
者
に
該

当
し
て
い
て
、
届
出
を
し
て
い
な

い
期
間
が
あ
る
人
は
、
届
出
を
す

れ
ば
、
最
高
で
昭
和
六
十
一
年
四

月
ま
で
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険
料
納

付
済
期
間
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

今
年
の
三
月
末
日
ま
で
の
特
例
措

置
で
す
の
で
、
心
あ
た
り
の
あ
る

方
は
、
役
場
町
民
課
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
 

●鶏肉のよせ巻き 

材 料〔6人分（ g)J 
鶏もも肉（大） 	1枚（300 g) 
ささみ 	2本 
ブランデー 	小サジ1 

ーハム（固まり）100 g 
豚ひき肉 100 g 
玉ねぎ 	1/3個 
マッシュルーム 

④ （缶詰） 4 個 
パン粉 	l/4カップ 
牛乳 	大サジ2 
塩 	小サジ2/3 

―こしょう 少々 

作り方 
①（④）の玉ねぎ、マッシュルームはみじん切りにし、妙めて 

おく。 
②鶏もも肉は皮と身に分け、身は筋と余分な脂をとりlcm 

角に切る（ハムも同様に切る）。塩とブランデーをふり、 
なじませておく。 

③皮に塩・少々（分量外）をすりこんでおく。 
@xi）と⑧の残りの材料をよく混ぜ合わせる。 
⑤クッキングホイルに油をひき、③の皮を広げ、⑤を平に 

のばし②と④を縦に並べて棒状に丸める。 
⑥残った材料は皮に包まず、皮なしでホイルに巻く。 
⑦強火で30~ 40分蒸す。冷めてから切る。 

今回は、お弁当などに最適です。 
冷めてもおいしい鶏肉のよせ巻きを手作りでぜひお試しく 
ださい。 	 食生活改善推進員 

も母呼彪包cゃJ 

金
木
町
商
工
会
建
設
工
業
部

会

（部
会
長
【
長
尾
甚
五
郎
）
 

は
同
業
者
同
士
の
交
流
そ
し
て
、
 

建
設
、
製
造
加
工
業
等
の
営
業

の
安
定
を
目
的
に
商
工
会
の
組

織
の
一
部
と
し
て
昭
和
五
十
七

年
に
形
成
し
て
今
年
で
十
五
年

を
迎
え
ま
す
。
 

同
部
会
は
、
町
内
の
大
工
部

会
、
嘉
瀬
建
築
部
会
、
左
官
部

会
、
板
金
部
会
、
木
工
部
会
、
 

電
工
部
会
、
鉄
工
部
会
、
畳
部

会
、
塗
装
部
会
、
製
材
部
会
、
 

金
融
部
会
の
十
一
部
会
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

活
動
は
、
同
部
会
の
日
頃
の
ご

愛
顧
に
対
す
る
感
謝
と
今
後
の
消

費
拡
大
を
目
的
に
、
毎
年
二
月
上

旬
に
住
宅
無
料
相
談
日
を
開
設
。
 

住
ま
い
の
ホ

ー
ム
ド
ク
タ
ー
・
家

の
新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
理
、
 

住
宅
資
金
な
ど
そ
の
他
、
住
ま
い

に
つ
い
て
の
一
切
の
相
談
内
容
を

受
け
付
け
、
私
た
ち
建
築
組
合
の

各
部
会
が
指
導
を
担
当
し
ま
す
。
 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
当
日
家
庭

用
包
丁
を
無
料
で
研
ぐ
サ
ー
ビ
ス
 

▲住宅無料相談日に集まった同建設工業部会 

を
行
い
今
年
は
、
二
百
二
十
九
丁

も
の
包
丁
が
集
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
他
に
も
東
北
を
中
心
に
町

の
地
場
産
業
で
あ
る
木
工
製
品
及

び
食
品
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
を

図
ろ
う
と
視
察
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
八
年
に
は
、
宮
城
県
岩

下
こ
け
し
館
や
山
形
県
稲
川
町

へ

稲
庭
う
ど
ん
工
場
、
岩
手
県
厳
美

渓
サ
ハ
ラ
ガ
ラ
ス
工
芸
館
等
で
技

術
向
上
を
目
指
し
勉
強
し
て
い
ま

す
。
 

mHIIm川I川 広報かなぎ ⑧ 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー

金
木
町
商
工
会
建
設
工
業
部
会
 

(
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Iとなられえ若し  お二人をご紹介し  大します 

f この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」（企画 この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」（企画・
進行＝事務局「金木町中央公民館」）によりカップル 
となられた若いお二人をご紹介いたします。 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中
央公民館にご相談ください。すべて事務局が手配いた
します。(合5 3-35 8 1) 

また、お二人のお名前と結婚記念日を刺しゆうした
豪華桐箱入アルバムの記念品等々たくさんの特典があ
ります。 

へ
 

私
が
勤
務
を
始
め
た
昭
和
三
十

年
十
月
、
そ
の
当
時
の
金
木
病
院

は
金
木
尋
常
小
学
校
を

一
部
改
築

し
た
も
の
で
、
教
室
が
そ
の
ま
ま

診
察
室
、
事
務
室
、
薬
局
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
検
査
、
病
室
な
ど
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
冬
の
寒
さ

は
厳
し
く
雪
も
多
く
、
ひ
と
冬
に

津
鉄
列
車
が

ー
と
一
回
止
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
吹
雪
に
な
る

と
病
室
の
廊
下
一
面
に
真
っ
白
に

雪
が
入
り
、
廊
下
の
除
雪
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
吹
雪
に
限
っ
て
、
 

往
診
が
あ
り
迎
え
に
来
る
馬
そ
り

で
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
頃
は
、
職
員
も
少
な
く
、
 

医
師
、
看
護
婦
は
大
学
か
ら
の
派

遣
と
い
う
形
で
し
た
。
看
護
婦
は

正
看
五
、
六
人
、
後
は
助
手
が
六
 

、
七
人
で
、
歴
代
の
婦
長
さ
ん
初

め
皆
さ
ん
が
助
手
に
看
護
教
育
を

受
け
さ
せ
た
い
と
尽
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
も
そ
の
恩
恵
で
看
護
 
 婦

の
資
格
を
も
ら
い
再
び
昭
和
三

十
四
年
四
月
一
日
よ
り
正
式
に
採

用
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
し
た
。
 

こ
の
時
、
病
院
は
金
木
、
中
里

の
両
町
で
運
営
す
る
一
部
組
合
公

立
金
木
病
院
と
し
て
発
足
し
、
一
一

階
建
て
の
新
病
院
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ
と

て
も
立
派
な
建
物
で
、
病
棟
は

一

階
が
外
科
系
で
、
二
階
は
内
科
、
 

小
児
科
、
婦
人
科
で
し
た
。
特
に

夜
間
は
急
患
が
多
く
交
通
事
故
に

よ
る
外
傷
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中

な
ど
で
現
在
の
様
に
検
診
が
積
極

的
で
な
か
っ
疑
沈
め
か
突
然
発
症

し
、
し
か
も
重
篤
な
状
態
の
方
が

多
く
運
ば
れ
て
来
ま
し
た
。
又
、
 

昭
和
五
十
年
頃
よ
り
普
及
し
だ
し

た

c
T
（
断層
撮
影
）
を
撮
り
た

く
て
も
な
か
っ
た
た
め
他
の
病
院

に
予
約
し
て
連
れ
て
行
っ
た
も
の

で
す
。
二
階
病
棟
に
入
院
時
や
検

診
で
移
動
す
る
時
は
事
務
の
男
性

軍
に
応
援
し
て
も
ら
い
担
架
で
運
 
 ん

だ
も
の
で
し
た
。
 エ
レ
べ
ー
タ
 

ー
は
あ
り
ま
し
た
が
配
膳
車
し
か

入
ら
ず
、
今
思
え
ば
内
容
と
し
て

は
ま
だ
ま
だ
不
備
な
こ
と
が
あ
り

過
ぎ
る
程
で
し
た
。
こ
の
頃
よ
り

地
域
医
療
の
発
展

・
充
実
の
た
め
 
 病

院
の
新
築
が
大
き
な
課
題
と
な

り
、
関
係
者
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ

苦
労
が
実
り
長
年
懸
案
だ
っ
た
新

病
院
が
昭
和
五
十
八
年
八
月
竣
工
 

・

移
転
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
看
護
体
制
も
大
き
く
変
わ
り
、
 

従
来
の
当
直
制
か
ら
三
交
替
制
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

一
歩
一

歩
、
歩
ん
で
き
た
公
立
金
木
病
院

は
、
今
や
各
種
の
医
療
機
械
や
コ

ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
な
ど
を
設
備
し
県

下
に
誇
り
得
る
施
設
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
地
域
 
 の

皆
様
に
も
十
分
お
役
に
立
て
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
 

又
、
色
々
な
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
職
務

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
健

康
維
持
の
た
め
に
も
大
い
に
活
用

し
て
下
さ
い
。
 

私
の
勤
務
し
た
四
十
年
間
公
私

共
に
勤
務
中
に
賜
り
ま
し
た
皆
様

の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

"

“

か
 

⑨ 広報かなぎ mHmmmII 



まちかとギャラリー 

噂纏鮮黙弄薫欝学い 
n 

▲平成 8年度Vi c ウー 
マン・中谷ミツさん 

▼雪上遊び大会 
ノーー～、、 ノー’、 ノ‘一ー、、 

（諮
熱
帰躍
嘉
頑
 

（響
熱
慧
疑軒
林
 

（
露
轟鶴
一
鱗一
”
れ
 

（器
轟
「
一
難
嘉
扇
 

林
 

豊
（
滋
）
青
森

市

尾
野
真
理

子

（
勝
徳
）
金
 
木

白
川
 
巧
（

照
男
）
金
 

木

工
藤
由

美
子
（
駿
）
青
森
市

奈
良

岡
邦
康
（

勇
造
）
中
里
町

福
士
 
咲

美
（

六
千
雄
）

川
倉
 

イ ク ズ 

イ 

伝 

言
板
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お
し
あ
わ
せ
に
 

小山 田 田 中成

倉中中 中村田 

稲

か

（
幸司
）
中
柏
木

拳
也
（

正
純
）
嘉
 
瀬

聖
也

（
健
之）
金
 
木

大

聖
（
健
之
）
金
 
木

千

尋
（
誠

）
金
 
木

争
脅

（千
佳
）
嘉
 
瀬
 

戸
一緒
の
窓
 

二
月
届
出
分
 

お
め
で
と

う
 

人
ロ
と
世
帯
 

  

、 

 

こ
の
欄
は
、

金
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2 月末現在

男 5,924人

女 6,529人

計 12,453人

世帯数 3,928 

前年同月比

△ 57人 

t. 63人

乙、120人 

14 

  

お

く
や
み
 

  

	ノ 

 

-1 

つがる弁 
このクイズは若い人の知らない、聞いたことの 

無い津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題 
にしたものです。 
Q.「かしかいでまってのごろい」 
を標準語の会話に直して下さい。 
正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記念品を 

差し上げます。どんどん応募して下さい。 
応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入 
のうえ、①クイズの答②今月号のよかった記事③ 
つまらなかった記事く④）ご意見・ご感想を記入し 
7037-02 金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 
までご応募下さい。応募の締切は 4 月 3 日当日消 
印有効。当選者の発表は 4 月号に掲載します。 

2 月号は「寒い日はお風呂に入って温まる」でし 
た。当選者は次の 3 名です。 

金 木 内 海 和 哉 さん 
金 木 白 川 貴 行 さん 
嘉 瀬 木 村 翼 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うござい 
ます。今回当選しなかった方もこれにめげずどし 
どしご応募下さい。 

〇届けました 
1月31日、金木字朝日山411の14付近路上 財布 
2 月16日、金木字朝日山411の8付近路上 ネックレス 
以上心当たりの方は、金木警察署落し物係りまで。 

2 月16日、嘉瀬スキー場に女性用の大判ストールの落し物 

がありました。心当たりの方は、役場教育委員会まで。 
〇係から 

このコーナーを利用したい方は役場企画室まで。 

あなたの善意 

ありがとうございました 

▼社会福祉協議会ヘ 

・金木町料飲店組合 

「第1回チャリティー 

カラオケ感謝のタべ」 

での収益金 56,000円 

▼サンライフノ＼ 

・原田きさ（中柏木） 

サンライフの入所者に

ポケットティッシユのケ 

ースを100個プレゼント 

	ノ 


